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新庁舎・福祉会館の建設場所と予算が可決！
【小金井市にとって歴史的事案】

令和6年第4回小金井市議会定例会（12月議会）に於いて

「新庁舎・福祉会館」の建設場所と建設予算が可決しまし

た。建設場所は従来から内定していたことですが、このた

び正式に決定しました。市役所の建設場所は特別多数議決

が必要ですので、2/3以上の賛成が必要ですが、この議案

は全会一致で可決しました。新市役所の住所は中町3丁目

となります。

また、債務負担行為（一般家庭に例えるとローン、令和

6年度〜令和10年度、130億1,128万円）を含む補正予算が

可決されたため、特段の支障が無ければ令和10年度に新庁

舎・福祉会館がオープンとなります。

小金井市の庁舎建設計画のスタート時期は昭和61年まで

遡らなくてはなりません。当時の大久保市長から始まり、

稲葉氏、佐藤氏、西岡氏、現白井市長と5代目の市長で

やっと計画が確定しました。歴史的事象といえます。

かつての小金井市の財政難で進捗しなかった時期を除く

と、西岡市長による「6施設複合化計画」から始まり庁舎

建設計画は、紆余曲折の連続でした。私から言わせると議

会の介入など「船頭が多くて船が山に登る」計画案と言わ

ざるを得ませんでした。

【船頭が多くて船が山を登る】
過去のことを今更ほじくり返しても意味がないこともあ

りますが、この庁舎計画について市民の皆さまに知って頂

かなければならないことがあります。この計画の根本とな

る設計条件について議会の介入によって異例とも言える設

計となってしまったからです。

基本設計予算を議決するにあたって付帯決議（実施にあ

たっての希望や留意事項等を議会が決議するもの）を付し

て可決したにもかかわらず、12人の議員が予算可決後に市

長に申し入れをしました。当時の西岡市長はなんとこれを

受け入れてしまったのです。その項目の一つに「福祉会館

を先行して竣工させる」というものがあり、これは免震構

新庁舎・福祉会館の模型

造とする庁舎と同時着工する福祉会館を耐震構造とするこ

とを前提とするものでした。免震構造と耐震構造をこのよ

うな形で混構造とする建築は世界でも他に類を見ないもの

です。

私は建築設計においては専門家の端くれです。このよう

な構造を許すわけにはいかないのです。そこで議会の場で

も直接にも西岡市長に考え直していただけるように執拗に

要求したのです。しかし、結果は変わりませんでした。で

すからこの当時、私は当該設計には反対の立場をとってい

ました。

【複数の専門団体が容認】
しかし、その後、6つの団体がこの設計を容認している

のです。1.担当設計事務所 2.ＣＭ（コンストラクトマ

ネージャー = 行政側の立場からアドバイスする専門家）

3.プロポーザルコンペにおける設計業者選定委員 4.国土

交通大臣 5.構造ピアチェックの設計事務所 6.建築確認

審査機関です。

私は不本意ではありますが、このような状況のもとこの

設計を容認せざるを得ないのです。
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皆様の声をお寄せください
・皆様の専門的な知識や豊かな経験、アイデア、発想をお寄せください。市政運営に反映いたします。
・地域の課題 道路 街灯 公園 街角ベンチのような身近な不具合・不便なことをお知らせください。
小金井市前原町5-20-32(16) 電話/FAX  :042-382-0911 携帯 :090-4942-1352 E-mail  :saitouyasuo＠nifty.com

斎藤康夫の一般質問 コロナワクチン健康被害救済制度を市民のために
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令和4年全国の新型コロナワクチン接種回数
（週）

千人

人

デジタル庁ワクチン接種システム（VRS)より
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令和4年超過死亡数とコロナ関連死亡数（週）

国立感染症研究所公開のダッシュボードより

超過死亡数（116,337人/年）

コロナ関連死数（38,836人）

３回目接種

４回目接種
５回目接種

ワクチンを接種すると死亡者数が増える実態

都市計画道路３・4・１１号線の必要性 交通対策・災害対策・都市計画

小金井市の都市計画道路3・4・11号線は平成28年に東京都

により優先整備路線に選定され、東京都の事業として整備さ

れるものです。この間、意見交換会3回、説明会2回、オープ

ンハウス（パネル展示、意見聴取）2回を行っています。

白井市長は市議会議員時代にはこの計画に対して反対の意

思表示を明確にしていました。しかし、市長になってこれま

で東京都に対して意思表明等は行なっていません。一部市民

や議員から東京都に対して反対する要望書を提出することを

求められていましたので、要望書提出にあたり根拠を明確に

するためとして「優先整備路線の検証」を実施しました。

報告書（案）によると1次検証は点数による評価で、市内

都市計画道路27区間の優先順位の第1位はこの3・4・11号線

でした。また、2次検証は◯△×評価で、「交通機能」「防

災機能」「空間機能」ではほとんど◯評価、「環境」「文

化」では△評価が目立ちました。

総括（案）については記述式なのでそれぞれの読み方は有

るのでしょうが、この結果を受けて白井市長がどのような結

論を導き出すかは不明です。しかし、私ならこの結果で反対

意見を付すことは困難です。

そもそも整備すべき道路であると考えています。

【新型コロナmRNAワクチンの実態を直視し、
対策を講じるべきである】

平成3年からmRNAワクチン接種が進み、令和4年以降

国により3〜5回目のワクチン接種が実施され、本年10

月からは改めて定期接種が開始されました。感染症類

型が2類相当から5類となり「努力義務」は外されまし

たが、国・都・市からの補助金が交付されます。

多くの大学教授やワクチン専門家が警鐘を鳴らして

います。重症化率は季節性インフルエンザより低いと

されているにもかかわらず、さらに治験が不十分なレ

プリコン（自己増殖型）mRNAも対象となっています。

ワクチン接種者数と超過死亡数の相関関係は右のグ

ラフの通りです。接種数が増えると超過死亡数が増え

ます。コロナ感染者数も増え、関連死亡者も増えてい

ます。自己免疫が低下する恐れが指摘されています。

このような相関関係があることを無視している専門

家は本当に問題解決をしようとしているのか疑問が残

ります。偶然の一致として片付けるには無理があます。

ワクチン副反応による「健康被害救済制度」は設置

されていますが、審査部会は3つしかありません。死

亡認定された方だけでも現在939名を超えています。

審査部会によって認定される割合が違うことも非常に

気にかかるところです。

また、健康被害には様々な疾病があり、ワクチンに

よる被害を受けているにも関わらず気がついていない

市民が多く存在すると思われます。


